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事業種目 地すべり対策事業 事業採択年度 Ｓ４５  現 計 画 再評価時点  

着工年度 Ｓ４５ 総事業費 １６．５ 億円 １０．２ 億円
事 業 名 地すべり対策事業 

〔高坂地区〕 再評価年度 Ｈ１０ 内用地補償費 ０．１億円 ０．０６億円

事業区間 美方郡村岡町高坂 完成予定年度 Ｈ１７ Ｈ１５ 

所 在 地 美方郡村岡町高坂 
進 捗 率 
(内用補進捗率) 

８７％(８７％）５４％(５４％）

事 業 の 目 的 事 業 内 容 
 当地区の地すべり被害想定区域には人家及び県
道・河川等公共施設があることから、地すべり災害を
未然に防止し、県民の生命財産と公共施設の保全を図
ることを目的としている。 

 地すべり防止区域面積 ３７．８９ha 
  集水井工         １９基 
  集水ボーリング工  ７，３００ｍ 
  横ボーリング工   ３，８００ｍ 
  護岸工       １，２００ｍ 
  杭工          ２３０本 

進捗状況 

 当地区は、すり鉢状の地形に比較的小規模な地すべりブロックが多数分布 
するという特徴を有している。 
 対策にあたっては、地下水排除工及び区域の中央を流れるニゴ谷川の護岸 
工を中心に対策を進めており、相互に関連しながら活動を繰り返すという地 
すべりの特性から、活動特性を見極めながら工事を進める為に長期間を要し 
ている。 
 更には前回評価以降、台風の出水によりニゴ谷川沿い地すべりブロックの 
活動が活発化し、追加対策を計画実施し集中投資を図ったが、現在８７％の 
進捗である。 〔追加工種〕 
         集水井工3基、集水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工1,100ｍ、横ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工300ｍ、
        谷止工22基、杭工20本 

評価視点 評価結果の説明 

  

 (1)必要性 
  
  
 (2)有効性・効率性 
  
 
 
 
 
 (3)環境適合性 
  
 (4)優先性 
 

 

 依然として、県道・河川に隣接する未着手地すべりブロックが残っている 
為、引き続き事業を実施し、地すべり災害を未然に防止する必要がある。 
 
  多数の人家、公共施設等を保全 
 （直接保全対象） 
  人家：２２戸、県道：１５０ｍ、町道：１，４００ｍ、河川：２００ｍ 
  耕地：２１ha、公民館：１棟 
 事業実施に対し地元協力体制は整っており、円滑な事業執行が可能である。
 
  対策工の大部分が地下埋設物である為、環境に与える影響は少ない。 
 
  当地区は、非常に広大な地すべり地であり順次対策工に着手しているが、 
まだ未着手の地すべりブロックが残っており、放置すれば災害発生の恐れは 
依然として強い為、早急な対策が必要である。 
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 上記理由により、事業継続が妥当である。 

 


